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まちづくり市民フォーラム〜まちの拠点作りにつながる『これからの社会教育施設』レポート 

開催日時：21 年 8 月 1 日（日）午後 1 時半〜3 時半 

会 場：オンライン開催＋ハイブリット開催 

参 加 者：164 人（オンライン視聴 121 人、会場 43 人） 

目 的：蒲郡市では、図書館や市民会館をはじめ、生命の海科学館、博物館を含む４つの社会教育施設の、各

施設の将来ビジョンの策定を進めています。これからの社会教育施設をはじめとする公共施設は、各施設の機能

だけでなく、「市民の交流拠点」や「まちの居場所」をも担うことが求められており、より魅力ある社会教育施設

に向けた、市民の皆様と一緒に考えていくｷｯｸｵﾌｲﾍﾞﾝﾄとして、まちづくり市民フォーラムを開催しました。 

１．基調講演「“公共空間”が核となるまちづくり」 

平賀 研也氏 （たきびや／前・県立長野図書館 館長） 

伊那市立図書館、長野県立図書館の館長としての経験をお話いただきました。本

を借りるだけではない図書館の可能性を伝えていただきました。「学び」が変わ

っていく中で、図書館は情報が集まるところであり、多様なコミュニティが「共

に知り、共に創る知の共有知（コモンズ）がコミュニティになる」というまちづ

くりの役割を伝えていただきました。最後にそういった新しいパブリックをつく

っていくのは、蒲郡の皆さん自信が「“わたしたちの”公共空間」として考え続け

ることが大事という呼びかけをしていただきました。 

２．パネルディスカッション 

鈴木寿明氏（蒲郡市市長）、平賀研也氏、コーディネーターとして恒川和久氏（名古屋大学教授）の三者により、

蒲郡の「これからの社会教育施設」についてパネルディスカッションしていただきました。 

 

 


